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必要消耗品

ラウンドチューブFalcon社
キャップ 滅菌 包装単位 単位 カタログNo。 単価

ツーポジショ ンキャップ 滅菌済 1 500 352003 66
ツーポジショ ンキャップ 滅菌済 25 500 352058 58
ツーポジショ ンキャップ 滅菌済 125 1000 352054 43
キャップなし 滅菌済 125 1000 352052 30
キャップなし 非滅菌 1000 1000 352008 12
セルストレナーキャップ 滅菌済 25 500 352235 120
キャップのみ 500              352032 14

BD社

・Flow-Set(3.6um)

・Flow-Cheak(10um)

Spherotech
Rainbow Beads-8peek

BeckmanColter社 6605359

BeckmanColter社 6607007

・DNA QC　particles

SPHEROTM UltraRainbow Fluorescent Particles
A single population of Rainbow Fluorescent Particles with enhanced UV and Far Red fluorescence intensity.

URFP-30-2 ; UltraRainbow Fluorescent Particles, 107/mL, 2 mL, 3.0-3.4 μm, $215.00

URFP-38-2 ; UltraRainbow Fluorescent Particles, 107/mL, 2 mL, 3.6-4.0 μm, $215.00

URFP-100-2 ; UltraRainbow Fluorescent Particles, 107/mL, 2 mL, 8.1-12.0 μm, $250.00

URFP-300-5 ; UltraRainbow Fluorescent Particles, 1% w/v, 5 mL, 25.0-35.0 μm, $255.00

　BD社　No.349523

FACSCalbur仕様
488nmアルゴンレーザー３カラーアナライザー

FL1ー530/30　FITC・GFP・alexa488など
FL2ー585/42  PE・Cy3・PIなど
FL3ー650LP　Percp・PC5・PI・PE-Cｙ7など

・BD Calibrite 3
No.340486

キャリブレーション用ビーズ

HIスペックでの調整の場合

注）Redﾚｰｻﾞｰは、装着されてませんのでAPCなどの色素を使用することは、出来ません



FACSCallibur　スタートアップ手順
０．廃液タンク（スライドボックス内・右側）が空であることを確認した後、ハイター原液を適量入れ、シー
スタンクにシース液が満たされていることを確認。
１．FACSCalliburの電源をON。
２．コンピュータの電源をON
３．ｼｰｽﾀﾝｸ圧力スイッチON（圧の確認）、シースフィルターに気泡が入ってないことを確認。
４．FACSCalliburから蒸留水の入っている試験管を取り外し、PRIMEボタンを押す。
５．STANDBYボタンが点灯するまで待ち、もう１～２回PRIMEボタンを押す。
６．STANDBYボタンが点灯後、再び蒸留水の入った試験管をセットし、サポートアームを中央に
７．（本来はここでFACSCompを実行）

FACSCallibur　シャットダウン手順
１．サンプルインジェクションポート(SIP)を以下の手順で洗浄。

＜ドロップレット吸引チューブ(DCM)洗浄＞
Runボタンを押す。
・希釈ハイター２ｍｌの吸引 （サポートアームを右か左の位置）　１分間
・蒸留水２ｍｌの吸引 （サポートアームを右か左の位置）　１分間

＜サンプルインジェクションチューブ(SIT)洗浄＞
サンプル流量をHI
・希釈ハイター２ｍｌで、（サポートアームを中央の位置）　10分間
・蒸留水２ｍｌで、（サポートアームを中央の位置）　10分間

２．蒸留水が１ｍｌ入った試験管をFACScanにセットし、つまみをSTANDBY。

３．シースタンクの圧を抜く。

４．シースタンクにシース液を補充し、廃液タンクを空にした後、ハイターを５０ｍｌ入れる。

５． standbyにして10分以上経過後Facscaliburの、電源をOFF。

ハイターは主成分の次亜塩素酸ナトリウムが効果成分です。
次亜塩素酸ナトリウムを使用する場合は１％溶液にて使用します。

簡易手順



シース量確認・廃液処理確認

シースタンク 廃液タンク

使用前に原液ハイターをキャップ1杯入れる。満タンで、約2時間

MAX
これ以上入れない事

約3/4

黒いカバーを後方に
スライドさせると、外れます。

センサーの着脱は、タンクを置いた状態で。
（施設によっては、コネクターを外す。）

センサー装着時には、しっかり閉める
Lineがねじれたり、よれてない事

圧力スイッチがOFFになってないと、黒いカバーは、外れません

（シースの継ぎ足しは、コンタミの原因になります）

終了時・シース液補充時には、必ず処理してください。

PUSH

ＭＡＸまで、補充する



2.calibur電源ON

4.MAC　ON

1.安定化電源ON

CRT
G4 3.コンピューター主電源ON

キーボードからは立上らない事があります。

下の様なコメントが出た場
合、すべての電源を切って、

1からやり直してください

床に転がってます。（機械の右側）

10秒ほど待て！！

すぐ、測定しない場合、圧力スイッチＯＦＦを確認後、退出してください。

CRT
G4

①

②

③
④

電源スイッチ



1.黒のカバーが装着されているか確認

3.キャップがしっかり閉まっているか確認

4.シースLINEに気泡がないことを確認。
パージ方法

2.圧力スイッチON

前方にスライドで
装着

Run側（奥）に倒す。

指で押して硬くなっているか確認

リーク音がないか確認

シース

始動前確認

OPENcloseシースフィルター上部に気泡がある場合、
パージする

Push

パージ後、必ずＣｌｏｓｅにする。



6-1.Primeを押す

LOW MED HI

RUN STANDBY PRIME

5.TUBEを取る

装置の準備完了

6-2.Standby点灯後、再度Prime
6-3.Standby点灯後、再度Prime

計3回Ｐｒｉｍｅする

7.Standby点灯後蒸留水1ｍｌのTUBＥを付け、

チューブサポートアームを中央にする。

レーザーの安定には、
30分以上のWarmＵｐが必要です。

8.CellQuest起動し、STATASがStandbyになるまで待つ。

10分以上放置する場合は、圧力スイッチをOFFにする

コマンド+Bを押す。

+4を押す。

+3を押す。

+1を押す。

+2を押す。

コンピューターとcaliburの接続

Detecters/Ampsの表示

Thresholdの表示

Compensationの表示

Statsの表示

.Maｃ　cellQuest起動 USBメモリーによっては、SOFTが起動できない事がありますので、USBメモリーを装着しないでください

①

②



CellQuestの操作に関して、

Maｃ　cellQuest起動

コマンド+Bを押す。

+4を押す。

+3を押す。

+1を押す。

+2を押す。

コンピューターとcaliburの接続

Detecters/Ampsの表示

Thresholdの表示

Compensationの表示

Statsの表示

2.Counter選択

1.dataFolderの作成

1-2.Folderを押す

1-3.DeskTopを押す

1-6.Selectを押す

クリックすると全表示

1-1.選択

1-4.Newを押し

1-5.名前年月日を入力しCreateを押す

シートが見えるように整理整頓する。

USB・MOに直接書き込み禁止
終了時に、COPYしてください

COPY保存時、USB・WindowsMOは、
dataが、壊れることがあります。

WIN-MAC両方での使用は、ご遠慮くだ
さい、Fileの関連付けがなくなります。
（MAC書式・関連付けSOFTを使用すると、使用できます）

FACS専用にすれば、Fileは、壊れにく

いです。

USBメモリーによっては、SOFTが起動できない事がありますので、USBメモリーを装着しないでください

1-7.Parameter Descriptionを閉じる。



表面抗原の場合　2カラー測定に関して
用意する物

ネガティブコントロール FITC
ポジティブコントロール

PE
ポジティブコントロール

シートに任意の大きさにドラックする。

を押す（DotPlot）
Acquisit**->Analysis選択

FSC-H選択

SSC-H選択

FL1-H選択

FL2-H選択

Acquisit**->Analysis選択

FL1-H選択

FL2H選択

抗体の非特異反応が多い場合IsoType コントロール使用すること。

ポジコンは、タイトレーションを確認した抗体を使用してください

染まりがわからない場合、必ず蛍光顕微鏡で確認すること

一度は、蛍光顕微鏡で、観察してください、染めた浮遊細胞を、
スライドグラスに落とし、カバーグラスをすれば、すぐ見れます。
撮影したい場合は、ｸﾞﾘｾﾛｰﾙなどの粘度の高いものを混ぜると
、撮影しやすいです。

シートに任意の大きさにドラックする。

を押す（DotPlot）

Okを押す

Okを押す

を押す

を押す

シートに任意の大きさにドラックする。

シートに任意の大きさにドラックする。

Okを押す

Okを押す

（約5ｃｍＸ5ｃｍ）

（約5ｃｍＸ5ｃｍ）

（約5ｃｍＸ5ｃｍ）

（約5ｃｍＸ5ｃｍ）



Mode Rate
LO 12uL/min
MED 35uL/min
HI 60uL/min

LOW MED H　I

RUN STANDBY PRIME

1.ステータスがSTANDBYになっている事を確認

2.Detecters/Ampsの調整法

3.Run・Lowを押す。

4.Acquireを押し、調整を行う

E-1 大きいセル 20～35
E00 標準（リンパ球） 4～20
E01 小さいセル
E02

5.FSC/SSCのdotで、目的サンプルが、表示されるように

6.調整

デブリが多い場合は、Thresholdを、上げる

ネガ

ネガコン測定

Modeは、Log

粗動 微動

ModeはLin

7.調整

7.FL1/FL2で、黄色内にくる様に調整

101以下に

FSC E00 2.00 Lin
SSC 400 1.00 Lin
FL1 650 Log
FL2 550 Log

リンパ球設定です。
(微調整する）CalｉburE0427のみ

（サンプル数が少ない場合HIに

細胞の大きさ

大きい小さい

細
胞
内
構
造(
核
の
有
無
・細
胞
内
顆
粒
）

複
雑

単
純

無蛍光

FITC蛍光

PE
蛍
光

両陽性

Voltegeは、300～800が正常値です。
800以上は、注意しながら操作してください。

Voltegeは、300～800が正常値です。
800以上は、注意しながら操作してください。

させて、dataを更新Pause Abort Aｑuaire

注意：サンプル装着後、速やかに、サポートアームを中央にしてください。

中央以外の位置では、吸引されてますので、サンプルを失います

人
格

外見

FL1 515～545nm FITC/GFP
FL2 564～606nm PE/PI
FL3 650nm以上 PerCP/PC5/PI/7AAD無蛍光

FITC蛍光

を押し、101をクリック
FL1/FL2dotPlotのみ



Mode Rate
LO 12uL/min
MED 35uL/min
HI 60uL/min

LOW MED H　I

RUN STANDBY PRIME

2.Run・Lowを押す。
　（サンプル数が少ない場合HIに

3.Acquireを押す

Mode Rate
LO 12uL/min
MED 35uL/min
HI 60uL/min

LOW MED H　I

RUN STANDBY PRIME

FITCポジコン測定

PEポジコン測定

PE

FITC

調整

調整

1.サンプルをセットする

1.サンプルをセットする

2.Run・Lowを押す。
　（サンプル数が少ない場合HIに

3.Acquireを押す

FL2-FL1↑ Good

GoodFL1-FL2↑

させて、dataを更新Pause Abort Aｑuaire

させて、dataを更新Pause Abort Aｑuaire

FL2-FL1↓

FL1-FL2↓



設定がOKでしたら、data取り込みします。

1.選択

2.取り込み細胞数の設定

通常10.000個

3.OKを押す

7.Acquireを押すと、dataを取り込みます。

LOW MED H　I

RUN STANDBY PRIME

5.Run・Lowを押す。（サンプル数が少ない場合HIに

サンプル

4.サンプルをセットする

ネガコン・ポジコンもdata保存したほうが良い

10.000個data保存すると、勝手に止まります。

注意：サンプル装着後、速やかに、サポートアームを中央にしてください。

中央以外の位置では、吸引されてますので、サンプルを失います

測定中にメッセジが、出た場合

使用中での注意を参考にしてください

Mode Rate
LO 12uL/min
MED 35uL/min
HI 60uL/min

詳細別紙

6.チェックを外す



解析方法ただ今作成中

Definitionの部分でリージョンを編集します。

AND：組み合わせたリージョンのいずれもの

条件をみたすゲート。

・R1 AND R2 または、Ｒ1　*　Ｒ2

OR：組み合わせたリージョンのどちらか一方

でも条件をみたすゲート。

・R1 OR R2または、Ｒ1　+　Ｒ2

NOT：設定されたリージョンに含まれるイベ

ント以外を指定するゲート。

・NOT R1または、-　Ｒ1

その他：R1 OR R2 OR NOT R3 AND R4の

場合は、ＮＯＴ、ＡＮＤ、ＯＲの順に処理され

ます。

AND、OR、NOTの記号の間には必ず半角ス

ペースを入れます。書式が認識されると、

Definitionの表示がイタリック体から標準の

書式に表示が変わります。

チェックを外すことでドットプロット上のカ

ラー指定が解除されます（マルチカラー

指定時）。
任意のカラーを選択す

ることも可能です。

Gate List (ロジカルゲートの編集)

何種類かのリージョンをAND、OR、NOTを使用した論理式により組み合わせたものを、ロジカルゲートと呼びます。ロジカルゲートの編集

は、GatesメニューのGate Listにおいて行います

アクティブ 選択 未選択

不要なゲートは、Gate Listより削除する。

Gateの回転は、Rotate Regionまたは、commandを押す

FCS2.0形式data

雛形（Plot・ゲート情報）です、dataは、入ってません。

Overlay/stats/

雛形が無い場合は、Cell　Quest起動後、File----Newで、新しく作成する



Overlay/stats/

細胞の大きさ

大きい小さい

細
胞
内
構
造(

核
の
有
無
・細
胞
内
顆
粒
）

複
雑

単
純

人
格

外見

1.目的細胞をゲートする。

ゲートをすることにより、目的の細胞のみの
蛍光分布を正確に解析できます。（特に汚いサンプル）

注意：全の蛍光分布を見ると、

非特異・自家蛍光などにより、綺麗な蛍光分布にはなりません。

ゲートをするコツ！！
・細胞のサイズ・形態を把握して判断する。
・純化された細胞（Control）を測定しGateを決める。

・蛍光抗体などで、標識してる場合は、
　蛍光部位をゲートし、バックゲートを行う。

表面抗原解析方法（基本形）

1.Rectangular-Region tool（四角形リージョンの作成）：ツールを選択後、

ドットプロット、デンシティプロット、コンタープロット内でドラッグしてリー

ジョンのサイズを設定する。

2.Polygonal-Region tool（多角形リージョンの作成）：ツールを選択後、ドッ

トプロット、デンシティプロット、コンタープロット内でクリック-移動-クリッ

クを繰り返し、リージョンを作成する。

3.Histogram-Region tool（ヒストグラムリージョンの作成）：ツールを選択

後、ヒストグラムプロット内をドラッグしてリージョン位置を設定する。

4.Elliptical-Region tool（楕円形リージョンの作成）：ツールを選択後、ドッ

トプロット、デンシティプロット、コンタープロット内でドラッグしてリージョン

のサイズを設定する。

Gateの選択

Gate設定を行いたい、表をアクティブにして、Plotより、Formatを選ぶ。

① ②

③ ④

R1



Histogram解析

K-S統計解析

Region解析

Gate解析

4分割解析

Overlay--ヒストグラムの重ね合わせ

ヒストグラム時使用

重ね合せヒストグラム時使用

ドットplot時使用

マルチカラー表示時

解析のみ時は、Analysis

Selectで、dataを指定する

解析結果の表示方法選択



DNA・CellCycle時のPlot（PI染色時）

シートに任意の大きさにドラックする。

を押す（DotPlot）
Acquisit**->Analysis選択

FSC-H選択

SSC-H選択

FL2-W選択

FL2-A選択

Acquisit**->Analysis選択

SSC-H選択

FL2A選択

シートに任意の大きさにドラックする。

を押す（DotPlot）

Okを押す

Okを押す

を押す

を押す

シートに任意の大きさにドラックする。

シートに任意の大きさにドラックする。

Okを押す

Okを押す

1.全てLinにする。

2.FL2を選択

3.Plotの作成

こんな感じ。。

７AADでの測定はFL2をFL3に変更する
ＰＩでも、ＦＬ3で、測定する事もあります



Mode Rate
LO 12uL/min
MED 35uL/min
HI 60uL/min

LOW MED H　I

RUN STANDBY PRIME

2.Run・Lowを押す。

3.Acquireを押す

標準Cellｃycle測定

PI

1.サンプルをセットする

させて、dataを更新Pause
必ずLOWで測定

Cellが全体表示されるよう調整

SSCのピークを200にする。

FL2を調整、

A-Wをsingleが判断出来る様に調整

Abort Aｑuaire

MAX400cells/sec

FL2-Aに、 G0/G1ピークを200に



設定がOKでしたら、data取り込みします。

1.選択

2.取り込み細胞数の設定

通常20.000個

3.OKを押す

6.チェックをとる

7.Acquireを押すと、dataを取り込みます。

LOW MED H　I

RUN STANDBY PRIME

5.Run・Lowを押す。（サンプル数が少ない場合HIに

サンプル

4.サンプルをセットする

ネガコン・ポジコンもdata保存したほうが良い

20.000個data保存すると、勝手に止まります。

注意：サンプル装着後、速やかに、サポートアームを中央にしてください。

中央以外の位置では、吸引されてますので、サンプルを失います

Thresholdを、FL2を24にする。



解析は、FL2A/Wでのゲート内のみを解析します

解析方法は、色々あるため、解説できません、
試薬説明、参考文献より判断してください



精度管理

1.FACSComp実行

装置が、正常かどうか、解らない場合、
初心者の方は、実行してください。

3.Lyse/Washを選択

4.試薬添付のLotIDを入力

IDを間違えると結果がFailになります。

2.Runを押す

用意する物

UNコントロール MIXコントロール

BD社
カタログNo.340486
BD Calibrite 3

1適滴下後、1ｍLシース

各1滴

ﾊﾞｲｱﾙは、転倒混和させてから使用してください。
ボルテックス禁止（ビーズが壊れます。）＜希釈後はOK＞

各1敵滴下後、3ｍLシース

Mode Rate
LO 12uL/min
MED 35uL/min
HI 60uL/min

LOW MED H　I

RUN STANDBY PRIME
7.Run・HIを押す。

UN

6.UNをセットする

必ずHIで測定

全てのsoftを、終了させる、ハングります。

8.Startを押す。

試薬に、TAgetValueはが、同封時には、共同実験室までお知らせください。

5.Runを押す



ＤＮＡ　ＱＣに関しては、したのURLに、説明があります。

FACSComp 4.2Director:
Operator: iso

2006 年 9月 27 日 水曜日 3:29 PM
Software:

Institution:

Cytometer: FACSCalibur E0427

Date:

Parameter Detector Amplifier Threshold
FSC E00 2.00

FL1 554 Log
FL2 468 Log

SSC 404 1.00

Compensation FL1-%FL2 FL2-%FL1

Blue Laser Current 5.94 Amps

1.1 20.2

FL3 571 Log 300

FL2-%FL3
0.0

FL3-%FL2
15.4

Blue Laser Power 15.10 mWatts

Comments:

31845I

Parameter

244
139

1
54

245
193

SSC
FSC

SeparationLowHigh Minimum
31845I

Pass
Pass

210
100

Lot IDResult

29497J142
109

7
26

149
135

FL2
FL1 27903O

Pass
Pass

120
93

FL3 154 18 136 128 Pass 34254M

3-Color Lyse/No-Wash FACSComp Report

Mode Rate
LO 12uL/min
MED 35uL/min
HI 60uL/min

LOW MED H　I

RUN STANDBY PRIME
10.Run・HIを押す。

ＭＩＸ

9.ＭＩＸをセットする

必ずHIで測定

11.Startを押す

全てPASSしないと、装置に異常がある可能性があります。

http://www6.tok2.com/home/yukiso/kyo3/facs/dna/cyc.htm

左画面が、表示されたら、次

12.Quitする

PASSしない原因

ビーズRateが400無いと、エラーメッセジを出します。

ビーズロットID入力ミス

シースにコンタミがある
シースを全て廃棄し、新しい
シースを補充する。必要に
応じてフィルター交換

ビーズ有効期限

圧力不良

2部、自動に印刷されます。

その他は、故障の可能性がありますので、結果を持って、共同実験室まで

Lineに気泡がないか確認



S h u t d o w n

LOW MED HI

RUN STANDBY PRIME

RUN--HIのボタン

を押す

サポートアームをサイドにする

LOW MED HI

RUN STANDBY PRIME

2.希釈液ハイター （10％）を2.5ｍｌ(約2.5cm）を用意

全量を吸引させる

RUNボタンが、

緑色になっていることを確認

約2.5ｃｍで、半分の位置です。（沢山入れると壊れます。）

傷・クラックがある場合、使用禁

LOW MED HI

RUN STANDBY PRIME

10分 約1分2-1ハイター洗浄

Standbyが点灯したら次へ

1.チューブを外し、Primeを押す。

3.チューブを取り外し、Primeを押す。 3-1サンプルインジェクションチューブを、

アルコールで拭く

ワイプで拭く

（新しいチューブを用意してください）

アルコール・ワイプ無い時、省略



LOW MED HI

RUN STANDBY PRIME

RUN--HIのボタン

を押す

サポートアームをサイドにする

全量を吸引させる

RUNボタンが、

緑色になっていることを確認

4.蒸留水を2.5ｍｌ（約2.5cm）を用意

約2.5ｃｍで、半分の位置です。（沢山入れると壊れます。）

傷・クラックがある場合、使用禁

4-1.蒸留水洗浄

10分 約1分

5. 蒸留水1ｍｌ(約1cm)をセットする

約1ｃｍ

6.STANDBYを押す

LOW MED HI

RUN STANDBY PRIME

8.Stand Byにして10分以上放置後、電源を切る。

（沢山入れると壊れます。）

5-1圧力スイッチがOFF

７.廃液を規制に従い処理する。・シース液の補充

新しいチューブを用意してください



便利な機能1
ただ今作成中

Pｌｏtは、最初に、
シートに任意の大きさにドラックする。

その後、Plotメニューから、
各プロット同一の大きさのPlotを作ることができます。

（最後に、ドラックして書いた大きさになります。

Fig画像の取り込み方。

取り込まれた画像は、HDの中にスクリーンとして保存されます。
Filｅ形式はPICTです。（拡張子.ｐｃｔを、記述してください。）



機械の設定値の保存・呼び出しに関して

設定値を印刷します。

設定値をFile保存します（必ず、年月日名前で保存してください。

設定Fileを呼び出します・
呼び出しは、instrumentもしくは、

dataファイルを選択しても、呼び出せます。

機械の設定値を反映させるには、Ｓｅｔを必ず押して、Doneをしてください。







Mode Rate
LO 12uL/min
MED 35uL/min
HI 60uL/min

LOW MED H　I

RUN STANDBY PRIME

使用中での注意

機械の異常時

サンプルをセットして、runボタンを押しても、緑にならないときは、異常です。

右のようなメッセジが出た場合

対処方法。

レーザーが15ｍWでない場合Not Ready時
試験管が割れてないか確認

Sheath Fiuid:Empty時シース液の補充

Waste Tank:full時、廃液処理

わからない場合、共同実験室に電話してください。

その他、不明な点は、使用簿・備考に必ず記入してください

・シースタンクに、圧力が掛かっているか確認
・リークがないか確認

Statasを開いて

・黒いプレートが装着されているか確認

フィルタのパージを行う

・シースフィルターに気泡が無いことを確認



サンプルに関して、（注意事項）

凝集しやすいサンプルは、必ず、直前にフィルターを掛けて測定してください。

推奨フィルターFalcon352235もしくは、35umのメッシュを使用してください。

ノズル径は、100umですので、約1/3が限界の細胞になります。

細胞の条件によっては、大きな細胞を流す事がある場合は、
下の対処策を共同実験室で、説明しますのでお尋ねください。

対処策A

LOW MED H　I

RUN STANDBY PRIME

①蒸留水1cm以下を入れて、サンプルSIPにつける。（多く入れると壊れます）

②Primeを押し、ノズル先から、気泡が出てきたら、つまりは、解消されてます

③10％ハイターを装着し、10分、RUN（速度HI）で、洗浄を行う。

一度、詰まったサンプルは、再度詰まる可能性があるため、再度、フィルターに掛けない限りは、測定しない事

上の対処で、解決しない場合、分解清掃が必要です。
早急に、共同実験室まで、連絡してください。

尚、連絡無く、放置され細胞が固着した場合フローセルの交換になります。（68万円）

対処B（機器に詳しい方のみ）

ピアノ線を、サンプルノズルに、刺し込みます。

（FACSｃａｎの場合、Drin--Fillを繰り返すまたは、backfrashを行う）
繰り返し行う場合、必ず蒸留水が２ｃｍ以下か確認すること

対処C
全てのラインを、10％ハイターで、置換・洗浄を行う



サンプルの調整方法

ただ今作成中

失敗しても、責任は取れません。
十分検討してください。



CELLQuest : 蛍光補正（Compensation）
Compensation（蛍光補正） とは?

FITC

PE

FL2-%FL1

FL1-%FL2

650nm 700nm500nm 600nm

相
対

的
蛍

光
強

度

FITC PE PerCP

Wavelength (nm)

550nm

FL3
650 LP

FL1
530/30

FL2
585/42

PI




